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住宅価格の下落は新たな需要を生みだすか

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.85

〔出所〕ＮＡＲ（全米不動産業者協会）

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

米国の住宅関連指標の推移
2000年1月～2009年1月

NAR（全米不動産業者協会）が25日に発表した2009年1月の中古住宅販売件数（年率換算・季節調整
済）は前月比5.3％減の449万戸となり、事前の市場予想を大きく下回りました。また、中古住宅の販売
価格の中央値は、17万300米ドル（約1,700万円）と7ヵ月連続の下落となりました。本日26日に発表さ
れる1月の新築一戸建て住宅販売件数も6ヵ月連続での減少が見込まれているなど、米国の住宅市
場を取り巻く環境は依然、厳しいものとなっています。

一方で、政府による住宅市場安定化策など住宅市場の回復に向けた政策が期待されていることに加
え、住宅価格の下落によって購入意欲が刺激される兆しが見え始めていることは明るい兆候だといえ
そうです。米国住宅市場の回復なしに米国景気の回復や株式市場の上昇は期待できないといった見
方が強いだけに、住宅市場に関する様々な兆しを注意深く見ていく必要がありそうです。

そのような中、中国企業が中国の富裕層を対象に企画した「米国住宅購入ツアー」が盛況であると
いった報道がなされています。実際に中国の富裕層が米国の物件購入に至るかどうかはわかりませ
んが、大幅に下落している「住宅価格」に注目が集まっているようです。
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